






5.結論 

 血漿交換置換液に血漿交換後の自己血漿を用いることによって補体依存免疫複合体の出

現を免れることができた。血漿交換回数の決定が今後の問題となる。自己免疫疾患と異な

り紫斑病性腎炎では数回の血漿交換で血中免疫複合体を陰性化することができる。紫斑病

性腎炎における血中免疫複合体の多くが非補体依存免疫複合体で,これは以前に述べた如

くマクロファージなどによる喰食をうけにくく,一度血中に出たあとはなかなか陰性化し

にくいものと思われる。今回の症例 2の経験から血中免疫複合体を消去するだけの目的な

らば,有効な最少回数が最適と考えられる。 


